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（１）作成方式 

総務省方式改定モデルを採用しています。 

 

（２）対象範囲 

 普通会計（一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、霊苑事業特別会計、土地取得事

業特別会計）を対象としたものを作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）対象年度及び基準年月日 

 対象年度は平成２７年度とし、貸借対照表については平成２８年３月３１日を作成基準日

としました。なお、出納整理期間の平成２７年度収支に係る出納は、貸借対照表作成の基準

日までに終了したものとして作成しています。 

 

（４）基礎数値 

 電子化された昭和４４年度以降の地方財政状況調査表（決算統計）のデータを基礎数値と

して作成しています。 

 

 

 

 

◆公営事業会計 

国民健康保険事業特別会計 

国保直営診療所事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

 

 

◆公営企業会計（法非適用） 

簡易水道事業特別会計 

下水道事業特別会計 

 

 

◆公営企業会計（法適用） 

保養センター事業特別会計 

病院事業特別会計 

介護老人保健施設事業特別会計 

水道事業特別会計 
                  

                  

 〔地方公共団体全体〕 

 
一般会計 

住宅新築資金等貸付事業 

特別会計 

霊苑事業特別会計 

土地取得事業特別会計 

〔普 通 会 計〕 

作成上の基本的条件 
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（５）貸借対照表における有形固定資産の評価 

 決算統計データによる普通建設事業費を有形固定資産の取得原価とし、土地以外について

は、総務省方式の定額法により減価償却を行っています。 

 

（６）行政コスト計算書における計上コストの範囲 

 当該年度の市民に提供した行政サービスに要した費用のうち、資産形成につながる支出を

除いた現金支出に減価償却費、不納欠損額等の非現金支出を加えて計上しています。 

 

（７）現金主義と発生主義の調整 

 一般に、市町村の会計は現金の支払いの時点で、収入及び支出を計上する現金主義で経理

が行われているため、現金の収入支出にかかわらず、その期間内に発生したかどうかを基準

にして収益及び費用を計上するよう調整しています。 

 

（８）その他 

 その他の構成内容や作成条件については、総務省より公表された「新地方公会計制度研究

会報告書（平成１８年５月１２日公表）」及び「新地方公会計制度実務研究会報告書（平成

１９年１０月１７日公表）」に基づき、作表を行っています。 
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■普通会計財務４表

Ⅰ　貸借対照表
［平成28年3月31日現在］ （単位：千円）

１．公共資産 １．固定負債
(１)有形固定資産 (１)地方債
(２)売却可能資産 (２)退職手当引当金

２．投資等 ２．流動負債
(１)投資及び出資金 (１)翌年度償還予定地方債
(２)貸付金 (２)賞与引当金
(３)基金等
(４)その他

３．流動資産 純資産合計
(１)資金

(うち歳計現金)
(２)未収金
(３)その他

Ⅱ　行政コスト計算書 Ⅲ　純資産変動計算書
［平成27年4月1日～平成28年3月31日］ （単位：千円） ［平成27年4月1日～平成28年3月31日］ （単位：千円）

１．人にかかるコスト 純経常行政コスト
(１)人件費
(２)退職手当引当金繰入等 （財源調達）

一般財源
２．物にかかるコスト 地方税

(１)物件費 地方交付税
(２)維持補修費 その他行政コスト充当財源
(３)減価償却費 補助金等受入

その他
３．移転支出的なコスト

(１)社会保障給付費
(２)補助金等
(３)他会計等への支出 Ⅳ　資金収支計算書
(４)その他 ［平成27年4月1日～平成28年3月31日］ （単位：千円）

１．経常的収支
４．その他のコスト ２．公共資産整備収支

(１)支払利息 ３．投資・財務的収支
(２)その他 翌年度繰上充用増減額

当年度歳計現金増減額
期首歳計現金残高

使用料・手数料等 経費負担割合変更等に伴う差額
期末歳計現金残高

2,570,823

2,807,480
201,602

24,345,863
4,303,461

純資産の部
63,378,672

84,984,338
271,082

3,123,055
65,208

31,658,406

3,355,332
695,095
50,105
△ 527

617,662 負債合計

95,037,078 95,037,078

資産の部

資産合計 負債・純資産合計

負債の部

経常行政コスト・・・① 15,898,597 期首純資産残高 62,891,060
△ 15,372,418

2,370,479
36,256

2,984,256

2,986,922
333,763

純経常行政コスト（①－②） 15,372,418
526,179

325,187
20,012

経常収益・・・② 526,179

2,375,896
79,232

2,395,418
1,991,176

期末純資産残高 63,378,672

3,084,016
△ 77,009

8,973,564
1,166,892

2,712,567

313,741

695,095

△ 129,376
△ 3,474,539

0

381,354

3,917,656
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１．貸借対照表の概要 

 

 住民サービスを提供するために保有している財産とその財産をどのような財源で調達してき

たかを総括的に対照表示した一覧表で、資産、負債及び純資産から構成されています。貸借対照

表の左側を借方、右側を貸方といいます。 

 借方には、「資産」が表示され、インフラ資産や施設などの有形固定資産や売却可能資産とい

った「公共資産」、投資、出資金、貸付金、基金などの「投資等」、財政調整基金・歳計現金な

どの現金預金や市税などの未収金の「流動資産」を確認することができます。 

 貸方には、「負債」及び「純資産」が表示され、これからの世代が負担しなければならない借

入金などの状況、現在までの世代の負担の状況などを確認することができます。また、資産合計

と負債・純資産合計が一致し、左右がバランスしている表であることからバランスシートとも呼

ばれています。 

 

（１）資産合計 

昭和４４年度以降取得した土地、建物を中心とした有形固定資産と、出資金、貸付金、

基金、長期延滞債権などです。 

項   目 普 通 会 計 

資産合計 
95,037,078 千円

（対前年度△416,846千円）

 

（２）負債合計 

地方債や市職員の退職給与引当金など、将来に負担義務が発生するものです。 

項   目 普 通 会 計 

負債合計 
31,658,406 千円

（対前年度△904,458千円）

 

（３）純資産合計 

民間企業でいう資本にあたるものですが、その内容は大きく違い、資産形成した財源の

うち将来返済の必要がないものを表しています。 

項   目 普 通 会 計 

純資産合計 
63,378,672 千円

（対前年度487,612千円）

 

２．貸借対照表から見る財務分析 

 

（１）社会資本形成の世代間負担比率 

社会資本の整備の結果を示す公共資産のうち、純資産による整備割合をみることによっ

て、これまでの世代により既に負担された分の割合をみることができます。 

Ⅰ 貸借対照表 
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また、負債に着目すれば、将来返済しなければならない分、今後の世代によって負担す

る割合をみることができます。 

なお、全国の過去及び現世代負担比率（これまでの世代による負担比率）の平均的な値

は、５０％～９０％の間、将来世代負担比率の平均的な値は、１５％～４０％の間の比率

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

項        目 金       額 構成比 
対前年度 

との比較 

公 共 資 産 合 計 85,255,420 千円  

純 資 産 合 計 63,378,672 千円 74.3 ％  0.8 ％ 

地 方 債 残 高 27,153,343 千円 31.8 ％ △2.0 ％ 

 

（２）市民一人あたりの貸借対照表 

貸借対照表は、人口規模等の違いにより他団体との単純比較が困難ですが、市民一人あ

たりの数値に置き換えることで、他団体との比較が容易に行えるようになります。 

 

項    目 金    額 市民一人あたりの金額 

資産合計 95,037,078 千円
2,968 千円

（対前年度 51千円）

負債合計 31,658,406 千円
989 千円

（対前年度 △6千円）

純資産合計 63,378,672 千円
1,979 千円

（対前年度 57千円）

 ※平成28年4月1日現在の人口（32,020人）に基づき計算しています。 

 

①社会資本形成のこれまでの世代による負担比率（％） 

＝純資産合計÷公共資産合計×１００ 

 

②社会資本形成の将来世代負担比率（％） 

＝地方債残高÷公共資産合計×１００ 

- 5 -



                    
             

 

 

１．行政コスト計算書の概要 

 

 行政コスト計算書とは、宇陀市が平成２７年度に行った行政活動のうち、資産形成を除いた行

政サービスにかかる経費とその行政サービスの直接の対価として得られた財源を比較させた財

務書類です。 

 本市の行政コスト計算書からは、資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するた

めに要した経費の金額を経常行政コストで表し、施設使用料など主に行政サービス提供の過程で

得られた受益者負担を経常収益で表しています。 

 また、経常行政コストと経常収益との差し引きで表される純経常行政コストは、民間企業の損

益計算書で表される利益の概念とは異なり、地方税や地方交付税といった一般財源や資産の売却

益などで賄われなければならないコストを表しています。 

 

項    目 普 通 会 計 

経常行政コスト 
15,898,597 千円

（対前年度 191,407千円）

経 常 収 益 
526,179 千円

（対前年度 35,961千円）

純経常行政コスト 
15,372,418 千円

（対前年度 155,446千円）

 

２．行政コスト 

 

 平成２７年度における性質別のコストは次のようになっています。 

項    目 普 通 会 計 

人にかかるコスト 

(人件費等) 

3,320,685 千円

（対前年度 △29,024千円）

物にかかるコスト 

(物件費等) 

5,390,991 千円

（対前年度 192,803千円）

移転支出的コスト 

(社会保障費､補助費等) 

6,841,722 千円

（対前年度 94,260千円）

その他のコスト 

(支払利息等) 

345,199 千円

（対前年度 △66,632千円）

 

Ⅱ 行政コスト計算書 
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３．行政コスト計算書から見る財務分析 

 

（１）受益者負担比率 

行政コスト計算書における経常収益は、いわゆる受益者負担の金額であるため、経常収

益の行政コストに対する割合を算定することで、受益者負担割合を算定することができま

す。 

なお、全国の受益者負担比率における平均的な値は、２％～８％の間の比率となります。 

 

 

 

 

項    目 普 通 会 計 

経常収益 526,179 千円

経常行政コスト 15,898,597 千円

受益者負担率 
3.3 ％ 

（対前年度 0.2％） 

 

（２）行政コスト対公共資産比率 

行政コストの公共資産に対する比率を見ることで、資産を活用するためにどれだけのコ

ストがかけられているか、あるいはどれだけの資産でどれだけの行政サービスを提供して

いるかが分析できます。 

なお、全国の行政コスト対公共資産比率における平均的な値は、１０％～３０％の間の

比率となります。 

 

 

 

 

項    目 普 通 会 計 

経常行政コスト 15,898,597 千円

公共資産 85,255,420 千円

行政コスト対 

公共資産比率 

18.6％ 

（対前年度 0.3％） 

※「経常行政コスト」は行政コスト計算書、「公共資産」は貸借対照表の数値を使用しています。 

行政コスト対公共資産比率（％）＝経常行政コスト÷公共資産×１００ 

受益者負担比率（％）＝経常収益÷経常行政コスト×１００ 
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（３）市民一人あたりの行政コスト 

  

項    目 金    額 市民一人あたりの金額 

人にかかるコスト 

(人件費等) 
3,320,685 千円

104 千円

（対前年度 2千円）

物にかかるコスト 

(物件費等) 
5,390,991 千円

168 千円

（対前年度 9千円）

移転支出的コスト 

(社会保障費､補助費等) 
6,841,722 千円

214 千円

（対前年度 8千円）

その他のコスト 

(支払利息等) 
345,199 千円

11 千円

（対前年度 △2千円）

合計 15,898,597 千円
497 千円

（対前年度 17千円）

 ※平成28年4月1日現在の人口（32,020人）に基づき計算しています。 
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１．純資産変動計算書の概要 

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が１年間でどのよう

に変動したかを表している計算書です。 

純資産の部は今までの世代が負担してきた部分ですが、１年間で今までの世代が負担してきた

部分が増えたのか減ったのかがわかることになります。 

 

２．純資産変動計算書から見る財務分析 

純経常行政コストの金額に対して一般財源及び経常的な補助金等受入の金額がどの程度ある

かをみることにより、純経常行政コストが受益者負担以外の経常的な財源によりどの程度賄われ

ているかがわかります。 

 

純経常行政コスト15,372,418千円（対前年度155,446千円）に対して、地方税などの経常

的な一般財源が12,853,023千円（対前年度219,450千円）、補助金等受入が3,084,016千円（対

前年度63,752千円）であり、564,621千円の財源超過であることがわかります。 

これは、市税などの一般財源や国庫支出金などで純経常行政コストを賄えたことを意味し

ており、その他△77,009千円（対前年度30,815千円）を加味しても財源超過した487,612千

円は純資産が増加したことを意味しています。 

 

項   目 普 通 会 計 

純経常行政コスト 
△15,372,418 千円

（対前年度 △155,446千円）

経常的な一般財源 
12,853,023 千円

（対前年度 219,450千円）

補 助 金 等 受 入 
3,084,016 千円

（対前年度 63,752千円）

そ の 他 
△77,009 千円

（対前年度 30,815千円）

差 引 
487,612 千円

(対前年度 158,571千円)

Ⅲ 純資産変動計算書 
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１． 資金収支計算書の概要 

 

資金収支計算書は、歳計現金（資金）の出入りの情報を「経常的収支の部」「公共資産整備収

支の部」「投資・財務的収支の部」の３つの区分（活動）に分けて表示しています。 

経常的収支の部には、人件費や物件費などの支出と地方税、地方交付税、手数料などの収入が

計上されており、日常の行政活動を行う資金収支の状況が示されています。 

公共資産整備収支の部には、公共資産の整備などによる支出とその財源である国県補助金等、

地方債発行額などが計上されており、公共事業に伴う資金の使途とその財源の状況が示されてい

ます。 

投資・財務的収支の部には、投資及び出資金、貸付金、基金積立金、地方債償還額などの支出

とその財源である国県補助金等、貸付金回収額、基金取崩額などの収入が計上されており、投資

活動や借金の返済による資金の出入りの状況が示されています。 

他の財務書類と異なり、資金収支計算書は現金主義に基づくものであるため、地方公共団体に

おける現行の会計方式に近い財務書類であると言えます。 

 

２． 資金収支計算書から見る財務分析 

 

経常的収支額が3,917,656千円（対前年度169,874千円）の黒字、公共資産整備収支額が1

29,376千円（対前年度183,846千円）の赤字、投資・財務的収支額が3,474,539千円（対前年

度311,720千円）の赤字となっており、合計で313,741千円（対前年度665,440千円）の黒字

となっているため、期末歳計現金残高が期首歳計現金残高に比べて増加していることがわか

ります。 

 

項   目 普 通 会 計 

経常的収支額 
3,917,656 千円

（対前年度 169,874千円）

公共資産整備 

収支額 

△129,376 千円

（対前年度 183,846千円）

投資・財務的 

収支額 

△3,474,539 千円

（対前年度 311,720千円）

翌年度繰上 

充用金 
―

差引 
313,741 千円の増加

（対前年度 665,440千円）

Ⅳ 資金収支計算書 
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【貸借対照表】 

・資産 

 住民サービスを提供するために保有している財産です。 

・有形固定資産 

 市が所有している庁舎、道路、公園、学校等の土地や建物などで、長期間にわたって行政サ

ービスを提供するために使用される資産です。昭和４４年度以降の決算統計（地方財政状況調

査）データにより、各年度の普通建設事業費を積み上げる方法で計上しています。土地以外の

有形固定資産については減価償却をしています。 

・売却可能資産 

 公共資産のうち、基準日において行政サービスの提供には活用されていない資産のうち、売

却可能であると判断した資産の売却可能価額を計上しています。 

・投資及び出資金 

 公営企業会計への出資金、財団法人等への出資金、民間企業の株式などです。 

・貸付金 

 公営企業への貸付金や福祉関係の貸付金などです。 

・基金等 

 特定の目的のために積み立てられ、または運用するために設けられた資金や財産のうち保有

が長期に及ぶものです。 

・流動資産 

 原則として１年以内に現金化される資産です。 

・資金 

 現金及び流動性の高い基金などです。 

・歳計現金 

 歳入総額から歳出総額を差し引いた金額です。 

・未収金 

 市税、使用料・手数料等の収入未済額のうち、１年以内に発生したものです。 

・負債 

 将来において支払や返済の必要があるものをいい、１年以内に支払が発生するものを流動負

債、１年より先に支払が発生するものを固定負債とします。 

・地方債 

 市債残高から翌年度償還予定の元金を差し引いた金額です。市債残高について、固定負債と

しての「地方債」、流動負債としての「翌年度償還予定地方債」に区分するという考え方によ

るものです。 

・引当金 

 将来における特定の支出に対する準備額です。 

・退職手当引当金 

 全職員が当該年度末に普通退職したと仮定した場合の退職手当の支給額を計上しています。 

・短期借入金（翌年度繰上充用金） 

 当該年度の歳入歳出差引がマイナスの場合、その絶対額を計上するものです。繰上充用は、

Ⅴ 用語解説 
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歳入が歳出に対して不足する場合に、翌年度の歳入を繰り上げて、当該年度の歳入に充てるこ

とです。 

・未払金 

 債務負担行為のうち、既に確定した債務とみなされるもの（①当該年度末までに物件の引渡

しもしくはサービスの提供が行われている場合、②債務保証契約または損失補償契約に基づく

債務の履行を求められ、法的に支払いが確定した場合など）について、当該年度末から１年以

内の支出予定額を計上しています。 

・賞与引当金 

 翌年度の６月に支給される期末手当及び勤勉手当は、当該年度の１２月から翌年度の５月ま

での勤務に対して支払われるものです。よって、１２月から３月の４ヶ月に相当する金額を当

年度末の負債として計上しています。 

・純資産 

 住民サービスを提供するために保有している財産に対応する財源のうち、現在までの世代が

負担した部分、資産を時価評価した際の評価差額部分です。資産から負債を差し引いた金額と

なります。 

 

【行政コスト計算書】 

・人件費 

 人件費の決算額から退職手当組合負担金及び前年度末の賞与引当金を差し引き、事業費支弁

人件費（建設事業等に従事した職員の給与を普通建設事業費の一部として把握するもの）を加

えた金額を計上しています。 

・退職手当引当金繰入等 

 当該年度に引当金として新たに繰り入れられた分に相当する金額を計上しています。当該年

度末の退職手当引当金から前年度末の退職手当引当金を差し引き、退職手当組合負担金を加え

た金額を計上しています。 

・物件費 

 旅費、消耗品費、光熱水費、通信運搬費、委託料などを計上しています。 

・維持補修費 

 公共施設等の修繕費などを計上しています。 

・減価償却費 

 貸借対照表に計上された有形固定資産の当年度償却額を計上しています。 

・社会保障給付 

 保育所運営費、児童手当、生活保護費等の扶助費や保険給付費などを計上しています。 

・補助金等 

 補助金、交付金、報償費、負担金（普通建設事業に計上されるもの及び他会計等への支出額

を除く）等を計上しています。 

・他会計等への支出額 

 特別会計等への繰出金等を計上しています。 

・支払利息 

 地方債及び一時借入金の利子支払額を計上しています。 

・経常収益 

 行政サービスの対価として得られた「使用料・手数料」、「分担金・負担金・寄附金」等の

金額を計上しています。発生主義で把握するため、当該年度の歳入決算額から未収金相当分の
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増減について調整をしています。 

・純経常行政コスト 

 資産形成に結びつかない行政サービスの経費から受益者負担などの収益を差し引いた金額

です。市税や地方交付税などの一般財源で賄わなければならないコストを表します。 

 

【純資産変動計算書】 

・期首純資産残高 

 前年度末の貸借対照表における純資産残高を計上しています。 

・純経常行政コスト 

 行政コスト計算書における「純経常行政コスト」の数値を、コスト支出分としてマイナス計

上しています。 

・その他行政コスト充当財源 

 地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、

ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財

産収入、繰入金、諸収入です。ただし、貸借対照表の資産の減少、負債の増加となるような項

目は控除しています。 

・補助金等受入 

 国庫支出金及び県支出金の受入額です。 

・期末純資産残高 

 当該年度末の貸借対照表における純資産残高と一致することになります。 

 

【資金収支計算書】 

・経常的収支 

 経常的な行政活動に係る資金収支を計上しています。 

・公共資産整備収支 

  普通建設事業等の公共資産整備に伴う収支を計上しています。 

・投資・財務的収支 

 投資及び出資金、貸付金、基金の積立、地方債の元金償還などによる支出と、その財源であ

る貸付金元金の回収などの収入との収支を計上しています。 
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